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２０２５年 

5 月 10 日（土）に開催した「ありがとう
を伝えるおりがみ広場」に保護者を含め 14
人の参加がありました。 
身近な人に面と向かって、感謝を伝えるの

は今更ながら、と思うと共に恥ずかしい面も
あり、難しいところですが、それを折り紙で
表現し、メッセージを添えて伝えてもらおう
と企画しましたが、なかなか参加者が集まり
ませんでした。 
それでも当日になって、近所の保育園児や

図書館に来た子どもたちを巻き込んで、右の
ようなバラやひまわりを作りました。途中、
講師も折り方が分からなくなるほど、難易度
の高い折り紙でしたが、みなさん、果敢に挑
戦してくれました。 バラとひまわりを折って、感謝のメッセージを添えて、プレゼントしました 

枚方公園青少年センターだより No.３０１ 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 「ありがとうを伝える おりがみ広場」 イベント報告  

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

センターだよりの名称：中学生や高校生がやってみたいことを創り上げる場所として工場（FACTORY）をイメージしています。 

撮影：５月１０日（土） 「ありがとうを伝えるおりがみ広場」 の参加者 
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今年も何千キロも旅して、枚方に戻ってきました。 
 

枚方公園周辺のビルも立ち退きで少なくなり、ツバメ

の数もめっきり減りました。そんな中、毎年巣作りをし

ている、五六市沿いの店舗内には、今年もツバメが巣を

作っています。 

奥さんにお話を伺うと、10 数年ほど前から、店内に巣

を作るようになり、そのおかげで、朝早くから暗くなる

まで、ずっと戸を開けていなければならず、休日も戸を

開けっ放しとのことです。 

 

餌運びに疲れて、しばし休憩中の親鳥 
（絶妙な距離感。左が雌、右が雄） 

巣立ちをしたばかりの子ども達 
（まだ、羽に産毛が付いています） 

でも、いいこともあったんですよと、ツバメが孫を連れてきた話を聴きました。確かにツバメの来る

家は、子孫が繁栄すると言います。それと蛇年の人がいる家には、巣を作らないとも聞きます。 

そう言えば、故郷の我が家、蛇年の家人がいました。だから、ツバメが来なかったかもしれません。 

巣立ちが遅れている子どもに必死に餌を運ぶ親鳥 

６月の青少年相談日 ～ひとりで悩んでいませんか～  
 
 

 

毎月第 1月曜日と第 3月曜日に若者の悩み 

について相談できる「青少年相談」を実施してい 

ます。対象は、概ね３９歳までの若者及びその保 

護者や家族です。相談は予約制、無料です。 

下記の専用電話で、ご希望の相談日時を 

ご予約ください。（ニックネーム可） 

予約後は、面談か電話で相談ができます。 

◇専用電話：072-844-7830 （受付時間：午前 9時～午後 5時。第 4月曜日と年末年始を除く） 

◇メール：sodan7830@city.hirakata.osaka.jp 

  ※ メールによるお問合せ先です。なお、メールによる直接のご相談はお受けできませんのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

★ まちかどトピック ★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 

    
 

 

日程 
第 1月曜日 第 3月曜日 

６月２日（月） ６月１６日（月） 

時
間
区
分 

①  午後5 時～午後5 時50 分 午後4 時～午後4 時50 分 

②   午後6 時～午後6 時50 分 午後5 時～午後5 時50 分 

③  午後7 時～午後7 時50 分 午後6 時～午後6 時50 分 

④   午後7 時～午後7 時50 分 

相談員 福田相談員が担当 森本相談員が担当 

mailto:sodan7830@city.hirakata.osaka.jp
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枚方市立中央図書館 枚方公園分室ニュース 2025．6  
開室日    水・木・金・土・日 （月・火・祝日は休室） 

開室時間   １０：３０～１７：００ 

※返却ポストの利用時間 ９:００～２１:００(第 4 月曜日は使用不可) 

枚方市伊加賀東町６－８（枚方公園青少年センター２階）Tel&Fax０７２－８４４－７７７３ 

    

 

 

 

あじさいのきれいな雨の季節になりました。かえるたちは大喜び。 

こんな日はおうちでゆっくり本を読んでみませんか？ 

図書館で素敵な本との出会いが待っています。 

 

成人読書会 6 月 20 日（金） 10:30～ （毎月第３金曜日）   

課題本 『つまらない住宅地のすべての家』津村 記久子/著 双葉社 

     １冊の本を題材にして、さまざまな話題の花が咲く時間です。 

本は分室で用意しています。カウンターでお尋ねください。 

 

えほんの会 （毎月第２木曜日）        おはなし会  

6 月 12 日（木）10:30～           毎週 木曜日 10:30～ 

えほんの読み聞かせや手遊び、            だれでも自由に参加できます。 

楽しい工作もします。                ※第 2 木曜日は「えほんの会」です。 

 

『おはなしふうせん』のおはなし会 6 月 14 日（土）11:00～（毎月第２土曜日） 

 ボランティアグループ『おはなしふうせん』によるおはなし会です。 

   

★★★新しく入った大人の本★★★ 

『ひまわり』 新川 帆立／著  幻冬舎 2024/11 出版 

『マンダラチャート』 垣谷 美雨／著  中央公論新社 2024/11 出版 

『雫』 寺地 はるな／著  ＮＨＫ出版 2024/11 出版 

 

☆☆☆あたらしくはいったこどものほん☆☆☆ 

『しぶがきくんがね・・』 とよた かずひこ／さく･え  童心社 2024/9 出版 

『放課後ミステリクラブ 5 

       龍のすむ池事件』 

知念 実希人／作 ライツ社 

 

2024/10 出版 
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発行 枚方公園青少年センター 

〒573-0058 枚方市伊加賀東町 6-8   TEL：050-7102-3145   FAX：072-843-4699 

   E-Mail： cenhs@city.hirakata.osaka.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： https://www.city.hirakata.osaka.jp/soshiki/3-5-0-0-0_3.html → 

【開館時間】午前 9時～午後 9時 

【休 館 日】第 4月曜日（祝日の場合は開館)・年末年始（12月 29日～1月 3日） 
 

扱う店ができるといいとの要望を受けまし

たが、すでに広報ひらかた 4月号でお知らせし

ている通り、1階には「（仮称）子ども未来館」 

が、令和 9年度完成を目指し整備に取り掛かか

ります。 

 これからは、少し周りの環境が変わってくる

と思いますが、今まで通り、勉強やおしゃべり

で、青少年センターを利用して頂ければ嬉しい

です。 

 

 枚方よみかたりキャラバン隊の 「新聞紙とおはなしの宝箱」 を開催しました  
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 利用者訪問    

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
           

『ありがとう』と思わず、心の中で叫びました。 

青少年センターをもっと若い人に利用して貰いたい。 

その為には、今の利用者が、どのように考えているの 

か、それを聴きたい、と思っていたところ、右の写真 

のお二人が、快くインタビューに応じてくれました。  
 “ぴまたん” と “はぐたん” （ニックネーム） 
 
お二人は、市内の高校に通う、高校三年生。 

将来の夢は、医療関係・不動産関係と進路を決めて 

テスト勉強のために青少年センターに来ていました。 

青少年センターには、小学生の頃からロビーでオセ

ロをしたり、勉強をしたりと、よく利用していたと話

をしてくれました。ここがいいのは、学生だけでなく、

お年寄りもごちゃ混ぜになっているから、逆に悪ふざ

けをしたり、騒いだりできないので、それが、むしろ

いい感じで、落ち着いて、勉強できると素直な気持ち

で、感想を語ってくれました。 

1階のサンパークの跡にコンビニのような食料品を 

5月 18日（日）に開催した枚方よみかたりキャラバン隊

の「新聞紙とおはなしの宝箱」に保護者を含め、8 人の参

加がありました。  
まず、キャラバン隊の 3 人による、絵本のよみかたりを

行いました。子どもたちは、目を輝かせて、話に聴き入っ

ていました。  
その後、新聞紙に印刷されている「文字探し」を行いま

した。普段は新聞などを見ることのない子どもたちも真剣

に新聞の記事を見て、課題の文字探しに必死になりました。 

より多くの文字を探し出したグループには、最後に表彰

状が手渡されました。面白い企画にみなさん満足でした。 


